
一

詩
詰
『
亜
』
復
刻
の
意
義

史
的
意
義

　
『
亜
』
は
大
正
十
三
年
十
一
月
か
ら
昭
和
二
年
十
二
月
に
か
け
て
大
連

市
（
現
在
は
中
国
の
旅
大
市
）
で
発
行
さ
れ
た
詩
誌
で
あ
る
。
創
刊
同
人

は
安
西
冬
衛
、
北
川
冬
彦
、
富
田
　
充
、
城
所
英
一
の
四
人
で
あ
り
、
第

三
号
か
ら
滝
口
武
士
、
そ
の
後
、
屋
形
亀
之
助
や
三
好
達
治
が
参
加
し
て

い
る
。

　
短
詩
運
動
を
推
し
す
す
め
、
ま
た
新
散
文
詩
運
動
を
起
こ
し
た
『
亜
』

は
、
後
に
モ
ダ
ュ
ズ
ム
と
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
文
学
集
団
と
し
て
昭
和
初

期
の
詩
壇
を
代
表
し
た
『
詩
と
詩
論
』
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
終
刊
に
際
し
て
寄
稿
さ
れ
た
「
亜
の
回
想
」
に
は
、
堀
口

大
学
・
与
謝
野
寛
・
高
村
光
太
郎
・
河
井
酔
苓
・
草
野
心
平
・
梶
井
基
次

郎
等
、
日
本
詩
壇
を
背
負
っ
て
立
っ
た
人
達
の
名
が
達
ね
ら
れ
て
い
る
。

い
か
に
当
時
反
響
が
大
き
か
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
歴
史
的
意
義
を
持
ち
、
現
代
詩
史
を
語
る
と
き
必
ず
と

倉
　
　
田

紘
　
　
文

り
あ
げ
ら
れ
る
『
亜
』
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
こ
れ
ま
で
研
究
者
の
目

に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
同
人
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
他
界
さ
れ
て
、
’
幻
の
詩
誌
‘
と
も
言
わ
れ
る

『
亜
』
の
原
本
を
人
手
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
っ
た
今
日
、
こ
う
し
て
本

学
国
文
学
科
研
究
室
よ
り
全
巻
復
刻
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
大
き
な
意
義

を
も
つ
も
の
と
思
う
。

二
　
復
刻
版
『
亜
』
の
概
要

ｏ
原
本

　
同
人
の
滝
口
武
士
氏
（
大
分
県
東
国
東
郡
武
蔵
町
在
住
）
所
蔵
の
も
の
。

ｏ
発
行
部
数
及
び
誌
形

　
全
三
十
五
冊
　
（
大
正
十
三
年
十
一
月
～
昭
和
二
年
十
二
月
）
　
各
八

　
十
部
。
Ａ
四
版
・
一
冊
平
均
二
十
ペ
ー
ジ
。

ｏ
『
亜
』
収
録
主
要
詩
人
及
び
作
品
数

30-



滝
口
　
武
士

安
西
　
冬
衛

尾
形
亀
之
助

北
川

三
好
春
山

冬
彦

1
4
9
篇

1
4
5
篇

2
7
篇

2
5
篇

達
治
　
８
篇

行
夫
　
４
篇

　
　
（
以
下
略
）

ｏ
『
亜
』
収
録
詩
の
主
な
詩
型

　
二
行
詩
　
6
0
篇

　
散
文
詩
　
5
8
篇

　
三
行
詩
　
4
3
篇

　
一
行
詩
　
3
3
篇

　
　
　
　
（
以
下
略
）

ｏ
定
価
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円
（
実
費
）

ｏ
発
行
　
別
府
大
学
文
学
部
国
文
学
科
研
究
室

〃
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